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１.平成 18 年３月期(平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日)の連結業績予想               

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円

平成 18 年３月期 2,400,000 132,000 136,000 74,000

(注)通期連結業績予想数値は、三菱化学㈱の中間期連結決算数値を引継いで作成しております。 

 

(参考）１株当たり予想当期純利益（通期）   56 円 73 銭  

当社は、三菱化学(株)及び三菱ｳｪﾙﾌｧｰﾏ(株)の共同持株会社として、両社の株式移転により平成 17 年 10 月 3 日に 

設立されました。 

１株当たり予想当期純利益の算出にあたっては、当期首に当社が設立されたものとみなし、中間期の三菱ｳｪﾙﾌｧｰﾏ 

(株)ｸﾞﾙｰﾌﾟの少数株主利益 3,963 百万円を加算した当期純利益と、平成 17 年 10 月 3 日現在の連結の発行済株式数 

1,371,850,060 株を使用しております。なお、連結の発行済株式数は、三菱化学(株)及び三菱ｳｪﾙﾌｧｰﾏ(株)が保有す 

る当社株式数及び、当社の関連会社が保有する当社株式数に当社の当該関連会社に対する株式持分比率を掛けた株 

式数を控除しております。 

 
 
２.平成 18 年３月期(平成 17 年 10 月 3 日～平成 18 年 3 月 31 日)の個別業績予想 

１株当たり年間配当金 
 営業収益 経常利益 当期純利益 

期 末     
  百万円 百万円 百万円 円 銭 円 銭

平成 18 年３月期 1,500 0 0 6 00 6 00

（注）期末配当については、初年度のため利益剰余金がありませんが、資本準備金の取崩しにより行う予定です。 

 
 
 
 
＊上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表

日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 
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　・資源配分、予算
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の製造・販売委託

製品の販売
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連結子会社（１６４社）
持分法適用会社（８３社）

　当企業集団は、株式会社三菱ケミカルホールディングス（当社）及び子会社294社、関連会社79社から構成されておりま
すが、その主な部門と各部門に係る当社及び主要な連結子会社、持分法適用会社の事業系統図は次の通りです。

１．企業集団の状況

三菱化学エムケーブイ㈱
三菱化学産資㈱
三菱化学ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾌｨﾙﾑ㈱
三菱樹脂㈱

三菱化学インフォニクス社

㈱新菱

三菱化学物流㈱

㈱三鈴エリー
三菱化学ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱

㈱菱化システム

㈱北九州プリンスホテル
ダイヤリックス㈱

児玉化学工業㈱

　

　三

　

　菱

　化

　

　学

　㈱

鹿島北共同発電㈱

三菱化学ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ社
三菱化学香港社

ｴﾑｼｰｼｰ･ﾋﾟｰﾃｨｰｴｰ・ｲﾝﾃﾞｨｱ社

三菱化学ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ社

三南石油化学社
三養化成社

川崎化成工業㈱

日本化成㈱

関西熱化学㈱

㈱三菱化学ビーシーエル

三菱化学フーズ㈱
三菱化学メディア㈱
三菱化学アメリカ社

化成オプトニクス㈱
油化電子㈱

吉富薬品㈱
㈱ベネシス
MPテクノファーマ㈱
㈱バイファ

日東化工㈱

三菱化学アメリカ社
三菱化学ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾌｨﾙﾑ社(独)

ジャパンエポキシレジン㈱
三菱化学アグリ㈱

㈱ロンビック

三菱ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽ㈱

ﾀﾞｲﾔ ﾃｨｰｴｰ㈱

日本錬水㈱

ヴイテック㈱
日本ポリプロ㈱
四日市合成㈱

サンダイヤポリマー㈱
ダイヤニトリックス㈱
テクノポリマー㈱
日本エステル㈱
日本合成化学工業㈱
日本ユニペット㈱
日本ポリエチレン㈱
ピーエスジャパン㈱
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㈱ｴｰﾋﾟｰｱｲｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ

㈱三菱ケミカルホールディングス
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２．経営方針 
 
(1)経営の基本方針 
 当社は、三菱化学㈱、三菱ウェルファーマ㈱をはじめとするグループ約 370 社のポート

フォリオ・マネジメント機能を担う純粋持株会社として、株式移転の方式により平成 17 年

10 月 3 日に設立されました。 

私たち三菱ケミカルホールディングスグループは、”Good Chemistry for Tomorrow”－

人、社会、そして地球環境のより良い関係を創るために。－というグループ理念のもと、

医薬事業の更なる強化、グループ経営の深化、安定した収益を創出するポートフォリオ形

成など、成長・飛躍に向けた経営諸施策を推進することにより、世界のリーディングカン

パニーを目指してまいります。 

具体的には、三菱化学グループとして平成 17 年 4 月からスタートした中期経営計画「革

進-Phase2 計画」を引継ぎ、石油化学・機能商品・ヘルスケアの 3分野を柱として事業の選

択と集中を一層加速し、持続的成長・グループ総合力強化を図ってまいります。 

 経営指標としては、ROA（税前当期純利益／総資産）を主に使用しております。 
 
(2)利益配分に関する基本方針 
当社は、配当につきましては、連結業績に応じて行うことを基本としつつ、株主の皆様へ

の利益還元、中長期的な安定配当、今後の事業展開に備えるための内部留保の充実等を総

合的に勘案して決定してまいります。 
 

(3)中長期的な経営戦略と対処すべき課題 
当社グループでは、平成 14 年 11 月に経営計画大綱を策定し、5年後の姿を想定して、平

成 15 年度及び平成 16 年度の 2年間を基盤整備のための期間、平成 17 年度からの 3年間を

成長・飛躍のための期間と位置付けて諸施策を推進しております。 

「革進－Phase1」計画に引き続き、平成 17 年 4 月から 3 年間の計画としてスタートした

「革進-Phase2」計画の概要は次の通りです。 

 
① 基本コンセプト 
石化・機能商品・ヘルスケアの 3分野を柱として、 

 ⅰ）新商品、新プロセス、新ビジネスモデル、新市場（グローバル市場）への展開促進 
 ⅱ）社会の変化に応じた不断のポートフォリオ改革 
により、「革進し、成長し続ける企業グループ」を目指す。 

 
② 主要テーマ 
 ⅰ）成長戦略の遂行 

    自動車、情報電子/ＩＴ、環境/エネルギー、生活関連、ヘルスケアの重点市場領域にお

ける以下の事項の実施 

・成長対象事業の選別、重点的資源投入 

・新商品化、新プロセス化、新ビジネスモデル化の推進 

  （機能商品分野における新商品化率 35%目標） 
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・将来テーマの重点化、事業との連携強化による R&TD 推進 

・減価償却の枠に拘らない積極的・重点的な設備投資 

 ⅱ）経営基盤の強化 

  ・財務体質の改善 

  ・国内生産拠点の戦略的再編 

  ・生産革進の進化 

  ・人材の確保・育成の強化 

 ⅲ）グループ総合力の強化 

  ・グループ経営の深化 

・ＣＳＲ（企業の社会的責任）の強化 
 
③ 数値目標 
  平成 20 年 3 月期業績目標 

  ・営業利益   ：1,400 億円以上（売上高：2兆 3,500 億円） 

  ・ＲＯＡ（税前利益/総資産） ：5.5%以上 

  ・D/E レシオ   ：1.5 以下 
 
 生産・技術面では、国内主要生産拠点の戦略的再編として、①生産拠点の基盤整備、②

事業誘致、③余剰土地の売却、④グループ生産拠点の最適化をそれぞれ推進するとともに、

超安定運転技術（SSOT）など生産技術の強化、合理化の継続・強化を中心とした生産革進
活動をさらに進化させてまいります。 
 また、当社グループは、「企業活動の基盤は、社会からの信頼にある。」との基本認識の

もと、ＣＳＲ（企業の社会的責任）の強化に取り組み、社会との対話を図りながら、社会

にとって有用な製品・サービスの提供を通じて、豊かで健康な社会の実現に貢献してまい

ります。 
 
(4)コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及びその施策の実施状況 
 当社は、グループ経営における意思決定及び業務執行の的確性・迅速性の確保、経営責

任の明確化と企業活動におけるコンプライアンス（法令・企業倫理の遵守）の徹底をコー

ポレート・ガバナンス（企業統治）上の最重要課題と位置づけ、企業価値の一層の向上を

目指しております。 
 現在、当社の取締役は 8名、監査役は 5名（うち社外監査役 3名）、執行役員は 8名で、
取締役会は、当社及びグループ経営上の重要事項に関する意思決定を行うとともに、業務

執行について監督を行っております。また、監査役及び監査役会が、監査計画に基づき取

締役会、経営会議その他の重要会議への出席等を通じ取締役の職務執行について監査を行

っております。 
 当社は、コンプライアンスに関して、「三菱ケミカルホールディングスグループ企業倫理

憲章」、「三菱ケミカルホールディングスグループ・コンプライアンス行動規範」及び「三

菱ケミカルホールディングスコンプライアンス推進規程」を制定するとともに、「グループ

企業倫理委員会」及び「コンプライアンス推進統括執行役員（ＣＣＯ）」を設置するなど、

グループ全体で企業活動における適法性の確保及び企業倫理の遵守に取り組んでおります。 
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３．通期の見通し 

 
今後の事業環境は、米国・中国等の海外経済の活況持続による輸出好調に加え、国内需

要も伸長することが期待されますが、原油高に伴う原材料・燃料コストの大幅な上昇が企

業収益や個人消費に与える影響が懸念されます。 
このような状況の中で、当社グループは「革進-Phase2 計画」に基づく各種施策の着実

な実行により一層の事業の国際競争力強化を図るとともに、引き続き製品価格の是正、拡

販など収益力の向上に努めてまいります。 
 
通期の連結業績見通しについては、機能化学セグメント及びヘルスケアセグメントを中

心として上期の業績は好調に推移しましたが、下期は石化セグメントにおいて原料ナフサ

価格の一段の上昇による収益への影響が懸念されることもあり、売上高 2 兆 4,000 億円、

営業利益 1,320 億円、経常利益 1,360 億円、また、当期純利益は、特別損失の減少もあり

740 億円と予想しています。 
 
なお、主要指標の想定数値は以下の通りです。 
 
 当中間期実績 通期見込み （前期実績） 

設備投資額 

減価償却費 

研究開発費 

為替（円／＄） 

ナフサ（円／kl） 

     ４３９ 

     ４０８ 

     ４３７ 

     １１０ 

  ３７，９００ 

  １，０８０ 

    ８５０ 

    ９４０ 

    １１０ 

 ４１，５００ 

 ６７１ 

 ８７７ 

 ８９２ 

 １０８ 

３２，２００ 

 
 

事業等のリスク 

当社グループは、オレフィン・スチレンモノマー・テレフタル酸・ポリオレフィン等の石

化製品、コークス等の炭素製品、無機製品、情報電子関連製品、医薬品、ポリエステルフ

ィルム等の樹脂加工品、複合材等の製造・販売を行っており、その業績は国内外の需要、

為替、ナフサ・原油・ユーティリティ等の原燃料・材料価格や調達数量、製品市況の動向、

薬価改定、製造物責任、訴訟、天災地変、法規制等によって影響を受ける可能性がありま

す。但し、業績に影響を与えうる要素は、これらに限定されるものではありません。 



１．通期業績予想（連結） (億円)

H18/3 H17/3 増減

売上高 24,000 21,895 2,105 ＊特別損益(予想)の主な内訳

営業利益 1,320 1,486 △ 166 固定資産整理損等 △ 43

経常利益 1,360 1,481 △ 121 早期定年退職一時金 △ 17

　特別損益 △ 100 △ 415 315 投資有価証券評価損　他 △ 40

当期純利益 740 554 186

（注）当期(H18/3)の㈱三菱ｹﾐｶﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽの連結財務諸表は、三菱化学㈱の連結財務諸表を引き継いで

　　　作成するため、前期(H17/3)欄に三菱化学㈱の前期連結決算数値を記載して比較しております。

　①セグメント別売上高予想（連結） (億円)

H18/3 H17/3 増減

石化 10,520 9,334 1,186 原料ﾅﾌｻ価格高騰により増収

機能化学 5,390 4,708 682 原料炭高騰にﾘﾝｸし増収

機能材料 3,640 3,566 74 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾌｨﾙﾑ増収

ヘルスケア 2,830 2,770 60 臨床検査事業増収

サービス 1,620 1,517 103 物流・ｼｽﾃﾑ部門増収

合計 24,000 21,895 2,105

　②セグメント別営業利益予想（連結） (億円)

H18/3 H17/3 増減

石化 340 586 △ 246 原料価格上昇で売買ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞ悪化、固定費増加

機能化学 460 409 51 情報電子関連・医薬中間体増益、原料炭受払差

機能材料 220 215 5 原料価格上昇を合理化でｶﾊﾞｰ

ヘルスケア 310 284 26 増販及び受注増

サービス 110 112 △ 2 不動産販売減

コーポレート △ 120 △ 120 0

合計 1,320 1,486 △ 166

注） 平成17年3月期 ： 連結子会社1社の所属ｾｸﾞﾒﾝﾄ組替後　（ﾍﾙｽｹｱ→機能化学）

１．通期業績予想（単独）
(億円)

H18/3

営業収益 15

経常利益 0

当期純利益 0

1株当り配当 期末 6円

（注）当期はH17/10/3～H18/3/31

三菱ｹﾐｶﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 通期予想(単独)

三菱ｹﾐｶﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 通期予想(連結)

㈱三菱ｹﾐｶﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ




